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内閣危機とカールソン政権

Cabinet-crisis and 1. Carlsson again 

常務理事 早稲田大学教授 岡沢憲芙

経済加熱の中の内閣危機。失業率が僅か1.4% 
とL、う超低空飛行。経済は、 l順調から、むしろ、

加熱気味であった。好調が続けば、当然、のことな

がら、インフレが加速し、賃上げ要求が発生する。

だが、企業の国際競争力をなんとか維持しながら、

高負担 ー高福祉政策の臨界点近くで、超絶的技巧

で経済運営してし、るスウェーデンでは、賃上げ圧

力がインフレを刺激し、生産コストをアッという

聞に押しあげてしまう可能性がある。豊かさに慣

れた欲望社会の市民は一度、歯止めを突破すれば、

際限なく爆発する危険性がある。今回は、スト風

景に馴染まない職域でスト ・ブームに着火された。

先ず、学校の教師が昨年12月11臼に全国でストに

突入した。 4万強の教師が参加し、約75万の生徒

' が教室から締出された。そして、警官が賃上げス

トを計画。これはなんとか回避されたが、賃上げ

は実現した。そして、銀行員ストと経営者側のロ

ックアウトでの対抗(1月29日)。全国の銀行が

閉鎖され、企業活動に大変調をきたした。長引け

ば経済そのものが停滞する。

2月 8日。政府は危機克服策を議会に提出した。

その内容は①ストライキ・ストップ、①賃上げス

トップ、①家賃値上げストップ、①地方税引上げ

ストップ、①物価ストップ、と予想以上にハート

であった。社民党の読み違いは①であった。確か

に、ストライキ権の乱発とし 、う現象が目につくこ

とは事実である。だが、 LOを権力基盤にしてい

る限り、社民党といえども、触れてはならぬ問題

であった。抗議のため、数千のメンバーが組織を

離れた。身内からも批判された危機克服政策は議

Prof. Norio OKAZAWA 

会で拒否され、カールソン内閣は総辞職した。最

近の世論調査で快調な支持率を獲得している穏健

統一党のカール・ヒルトは、解散→総選挙を主張

した。だが、政策の一部手直しで合意を調達でき

ると判断されたので、カールソンは引続き政権を

担当する準備に入った。

ストライキと賃上げ凍結の解除で、(穏健統一

党と国民党を除く)野党との合意が形成され、予

想通り、カ ール ソンが改めて組閣することになっ

た。但し、財務大臣-フェルトは責任を取って辞職

し、代って、アラン ラーションAllanLarsson 

が財務大臣に就任した。新財務大臣は労働市場政

策を専門とする堅実な実務派である。パノレメ前首

相やカーノレソン現首相と同じく、元首相T エラ

ンデノレの下で政治を修行したことで知られている。

新財相が直面する課題は、常にそうなのだが、イ

ンフレ抑制による国際競争力の維持である。[豊

かな高福祉国家]と L、う超大型シャンボ機は企業

の旺盛な競争力で浮揚する。
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遺稿 (PosthumousWorks) 

ツ クホ ル ム 王 宮ス

Loya1 pa1ace of Stockho1m 

小野寺 氏信故スウェーデン社会研究所顧問

12世紀のこと、ス トレングネス(ストックホル

ムの西方約90k皿)近在に住む一人の漁師が、聖域

の禁漁を犯したかどでヒゾョップの激怒にふれ、

信仰を捨て、逃げ出してきたのが事実上ストック

ホノレム最初の住人といわれている。もっともその

前に掠奪してきた妻に怒られ、木につるされ置き

去りにされたと伝えられるアグネという王がL、た

といる ことである。だが本当の意味での定住者と

いえば、 メラー湖と ハルチック海とが落ち合うと

ころにある小さな島に、 13世紀のころ築かれた要

塞にたてこもった人々であった。彼らは海賊に備

えて鎖でつないだ丸太 ストックーのいかだで島

を取り囲んで守ったので、後にこの島はストック

ホルムと呼ばれるようになった。これが今日スト

ックホルムの中核をなしている島である。城廓は

なぜか解らないが「三つの王冠」に型どられてお

り、中世の政治家ビリ ヤールによって建てられた

ものである。 1797年にこの城は火事で焼失したが、

そのあとに建てられたのが今日の王宮である。

今日の王宮は宮廷建築家ニコデムス・テッシン

ジュニアによって建て始められたが、彼は工事半

the 1ate Makoto Onodera (Adviser) 

周辺を歩きまわる自由のあることである。日中は

王宮の内庭に通じる入口は開放されていて、誰で

も自由にはいることができる。宮廷に公用のある

人は車またはタクゾーで内庭に乗り入れることも

駐車することもできる。王宮のかなりの部分は一

般に公開され、少数の儀伏兵を除いて警官も守衛

もいないのが印象的である。王族の方々が護衛も

なく徒歩で王宮を出られ、目立たずに市街地へ歩

いていかれ、旅行者や通行人に見とがめられるこ

となく群集の聞を通り抜けて、公用や私用を足さ

れることは決して珍らしい光景ではない。故グス

タフ五世はあるとき「護衛はどこですか」と問わ

れると、人々を指しながら「見まわしてごらん、

わたしは七百万の護衛を持っているのだよ」と答

えられたという話である。

ストックホルム王宮は、王族の住居だけでなく、

多くの重要な機関がもと もとはこの中にあった。

今世紀のはじめまでは、外務省、スウェーデンア

カデミ一、王室兵器庫、最高裁判所はここにあっ

たのである。王宮の中にはまたストック ホルムの

最も美しい教会である王室礼拝堂と「国の広間J

ばで死んでいる。工事の完成までに50年以上を費 もある。最も印象的である「国の広間」が最初に

し、建築家カーノレ・ホルレアンその他によって落 使用されたのは、1755年四院制国会の会議場とし

成に至ったのである。その当時もまた現在も、こ てであった。この広間の上段を飾る銀の王座は

れはスト ックホルム の最も感動的な建造物の一つ

で、莫大な費用がかかり 、1727年には完成させる

ために国会によって全国民に特別税金が課せられ

たほどであった。

王室は1754年に王宮にはL、られ、以後ずっと、

今日まで、ストックホノレムの王家公的の住居であ

る。今日ではその600にのぼる室は、公的行事用

と国王およ び国王の大叔父へルティノレ殿下の私的

なアノミートメン 卜にわけて使用されている。

元首である王家の住居として、この王宮が世界

の宮殿の中でもユ ニークな点は、一般大衆がその
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• 
1650年にスウェーデン女王クリスチナの戴冠式に

はじめて使用されたものである。王座の左右には

二つの像がある。一つはスウェーデンの有名な兵

隊王タスタフ ア一ドルフ、もう 一つはナポレオ

ンの元の元帥シャン バプテイスト・ベノレナドッ

ト、つまり現王朝の創始者カーノレ十四世ヨハンで

ある。王宮にはまた博物館が 3つある。王室宝物

館すなわちスウェーデン王家の宝物庫と、グスタ

フ三世の古代美術コ レクゾ ヨンと 、中世の城塞「三

つの王冠」の遺物を展示してある王室博物館であ

る。

国王の私的な客人と して今までにかなりの数の



平民が王宮の中に住んだことがある。客人のうち

で最も特色のあった人は、スウェーテン人の医師

アクセル ムンデである。彼は第一次世界大戦中

にイギリス野戦病院の指揮をとったのち、カプリ

島に鳥と芸術の聖地をつくった人として、また『サ

ン・ミシェノレ物語』の著者として世界的に有名で

あるが、第二次世界大戦中彼が愛するカプリ島に

帰れなくなってしまった。そのとき彼の個人的友

人であった故グスタフ五世が、彼を王宮に招L、て

住まわせた。彼は1942年から1949年に死ぬまで王

宮に住んでレた。

王宮の迎賓アパートメントにはスウェーチンを

公式訪問する各国元首たちが宿泊する。こtのア

ミートメントは王宮の西側に位置し、隣接するス

トソクホノレム寺院と絵のような旧市街を見下すこ

とができる。

国の宴会は、パロック調の部屋のうちでも最も

くSTOCKHOLM通信〉

代表的なチャールズ十一世ギャラリーで催される。

毎年12月には/ーへノレ賞受賞者のために年次晩餐

会の催されることは有名である。

この原稿は1980年に在日スウェーテン大使館よ

り、スウェーチン外務省広報局資料として当研究

所へ提供されたものである。当時故小野寺信氏が

翻訳しておいたのが、最近発見された。 10年前の

資料であるから現在とは異ってレるところがある。

これには国王一家がこの王宮に住まわれていると

してあるが、現在はここではなくトロットニンク

ホルム宮殿(ストックホルム西方約10km) に住ん

で居られるし、へルテイル殿下はユルコーデンに

住居を持っておられる。王宮の中の 「国の広間」

(Rikssa1en)は1755年に四院制国会の議場として

使われて以来、 1970年の二院制国会の最後の年ま

で、年々の開院式には古式のままの様式で豪華な

儀式が行われていた。

(注:顧問小野寺百合子)

銀行ストと経済危機

The Bank← strike and economlC cnsls 

一月末から三週間にわたって銀行のストライキ

/ロックアウトが行われました。賃金交渉がうま

くL、かなかった結果そうなったのですが、最初は

' 誰もこれ程長くなるとは思っていなかったようで

す。世界金融の中心とは言えぬもののスウェーチ

ンだとて先進国のはしくれ、銀行なしには企業活

動が停止してしまうから、 2、 3日中に労働組合

か、雇用主連盟かのどちらかが 「常識」を働かせ

て折れてくるだろうと言うのが大方の見方でした。

スウェーデンのサラリーマンは大抵毎月 25日に

銀行振り込みで月給を受け取るのですが、ストラ

イキの予告がでていたので多くの人はいつもより

多めに現金を引き出し「非常事態」に備えました。

でも 3週間分も余分に引き出した人は余り多くな

かったようです。

銀行が閉じて 2週間 11に入ると「質屋」が大繁

盛しはじめ、駅の外貨交換コーナーには長蛇の列

ができ、 L、つもは大混雑の郊外の大スーパー・

会員 三 瓶 恵 子

Ms. Keiko Kjellsson-Sampei 

マーケットや街なかのデパ ー トなどはガラカラに

なりました。 3週間 11に入るといつもは満員のラ

ンチ・レストランにも空席が 11立ち、職場の同僚

の間で少額の貸し借りが始まり、一部のスーパー

.マーケットて‘は身分証明者がわりに病院の患者

カードで 「信用買L、」ができるというシステムを

導入するようになったりしました。生活保護事務

所に助けを求めに駆け込む例も多かったようです。

郵便局の銀行業務の一部は機能していましたし、

大きな活ではカートでの買い物を受け入れていた

のでまったくの金融ストソプというわけではなか

ったのですが、それでも銀行が 3週間も閉じたま

までも普通に生活が続いてゆくということに驚か

せられました。

今回の銀行ストで一番打撃を受けたのは、電気

製品、服飾などの小売業だったようで、売り上げ

50%減、販売業全体の銀行ストによる損失は実に

25億クローナにのぼると L、う数字が出ています。
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銀行自体はストライキをしている従業員に対して

給料を支払わなくてL火、わけですし、現金の引き

出しがストップしたために利子がつきかなり儲か

ったと言われています。けれども対外的にはスウ

ェーチンの国自体が経済面における信用をさらに

無くしましたし、 10%以上の昇給を勝ち取った組

合側にしても 、雇用主側にしても損失のほうが大

きかったのではないかと思います。

このストライキ中に給料上昇禁止、ストライキ

禁止、 価格凍結などの「経済危機緊急政策J(ク

ライシス，パケットと呼ばれました)を提示した

社民党政府が内閣総辞職に追いこまれ、フェノレ卜

大蔵大臣は嫌気がさして(一説にはスウェーデン

総同盟のマルム委員長にいびり出されたとも言わ

れています)政界から引退してしまいました。

政府め危機は内閣総辞職の後、結局カールソン

第二次内閣が成立 して一応収拾に至り ましたが、

経済危機のほうは相変らずで先行きが不安です。

3月に入ってから ガソリンなどエネルギ一関係の

付加価値税が他のもの同様23.46%に引き上げら

れ、家賃もエネルギー増税のためかなり高くなり

吊開基金派遣研究員正り丙便vl

ました。銀行スト、内閣総辞職でスウェーデン・

クローナが対外的に大変弱くなったのを救うため

に中央銀行が金利を上げ、市中銀行も貸し借りの

利率を上げた結果、持ち家購入のために銀行ロー

ンをくんだ人達が大打撃を受けています。

スウェーデンの経済危機についてはここ 2， 3 

年新聞や雑誌の解説記事などでよく言われてきま

したが、今年に入ってからはそれが生活実感とし

てひしひしと感じられてきています。 「こんなに

キュウキュウと切り詰めて暮らしているのに給料

を上げて貰えないのはおかしい。お国のために我

慢せよと言われたってなんで俺たちだけが被害を

被らなくちゃいけないんだ。給料があんまり上が

らないんだったらせめて休暇くらいふやしてほし

L、。」と言うのが一般的な庶民の言い分です。人

ごととしてみれば、「ストライキ中の耐乏生活が

我慢できたんだったら、も うちょっと我慢を続け

て 2年間給料上昇ナゾに耐え、休暇を 1週間返上

すればスウェーデンは経済危機から抜け出せるだ

ろうになあ」と思うのですが、いざ自分のことと

なると納得できないのが辛いところです。

7ヶ月めに入ったヨーテボリ滞在

東京大学医学部脳研究施設神経内科 園本雅也

日瑞基金の援助を受けて昨年 9月以来ヨーテボ

リに滞在している研究員であるが、この聞の印象

的な出来事を、思いつくままに書いてみたい。

ラントベッター空港に降り立つと、手紙通りワ

リン教授自らが迎えに来てくださっていた。教授

の車でそのまま入居予定のヨーテボリ大学のゲス

トハウスに案内され、町のおよその説明を受け、

スーパ と子供の通う幼稚園に連れて行ってもら

い、さらに大学へ行って、教授秘書に銀行口座を

聞いてもらった。 日本から送った荷物はヵーレーシ

に入れてあったが、これはしばらく教授室を占領

した後で、教授とエンジニアのトーマスが運んでく

れたものらしかった。教授自身が引き受けた留学

生とは言え、教授 自らの至れり尽くせりのお世話

で本当にスムースなス ター トが切れた。

食料品 目用品の表示、パスや市電の案内、各
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種登録用紙等々当然のことながら全てスウ ェーデ

ン語で、英語の併記は殆どないので、留学前に想

像していたよりは遥かにスウェーデン語の必要性

を感じた。スウェーデ ン社会研究所の余りできの

良い受講生でなかったわたしは、不勉強を身に泌

みて感じ、ヨーテボリ大学主催の無料スウェーデ

ン語講座に参加した。ここで世界各国から来た研

究者と知り合い、 日本が経済的にも政治的にも非

常に安定した国て、あることを実感した。

こちらではどこでもそうらしし、が、大学の研究

室でも相手をファーストネームで呼び合う。日本

では「先生、先生」と言われていたのが、突如「マ

サナーリ 」に変わった。これはすくに慣れたが、

相手をファーストネームで呼ふ、のは、少し気が引

けてなかなか馴染めなかった。濃いコーヒ ーが良

く飲まれているが、さほど休憩が多いとは感じな

• 



L、。むしろ朝早くから活動体制に入ってL、るとい

う感じがする。わたしの所属する部門は、病院内

で脳波や筋電図を記録するところであるが、臨床

検査技師の方達がお互L、に被験者になって腕を研

いたり、正常値を得たりしている。医者が忙しい

のはどの国でも同じようだが、所見は自分で書く

必要はなく、テープレコーダーに向かつてしゃべ

るとタイプ専門の人がそれを打ってくれる。夕方

になると開け放したドアのむこうからその日の所

見をぶつぶつ言っている声がしてくる。

到着の 2ヶ月後、我が家には第三児出産という

出来事があったが、医療制度はさすがにきちんと

しており、全くの無料でやっていただし、た。分娩

室は個室を広くしたような病室で、陣痛から出産

まで家族がずっと一緒にL、られるとし、うのが、と

ても良かった。生まれた後の夕食には特別に用意

されたサントイッチ(スメールゴース)が出され、

家族全員で食べた。きれし、な花とスウェーデン国

旗が添えてあったのが印象的だった。

研究の方は、正常者を対象として、手の神経に

微小な針電極をさし、脇の下で神経をフロックし

た後、針電極を使って神経を刺激し、その反応、を

手の発汗によって生じる皮膚電位で捉え、電気刺

激と皮膚電位との関係を純粋に掴もうというもの

である。これによってウソ発見器なとやに使われて

くSIPニュース〉

レる皮膚電位の発生メカニスムにかなりの新しい

知見が加わることになる。神経内刺激のみでもわ

たしにとっては新しいテクニ γ クであったが、さ

らにそれを神経ブロック下に行なうということで、

日本ではまず被験者になってくれるひとはし、ない

ように思われる。被験者集めにはわたしも日本で

相当苦労したが、こちらでも楽ではないようだ。

やはり侵襲が大きレということで、病院内の看護

婦さんが多レが、余りいやいややっている感じは

ない。そして二，三時間に及ぶ検査にもじっとが

まんしてくださる。検査が終わってもまだ麻酔薬

が効レているからフロックした手は三角巾で吊し

て帰られる訳だが、ひょいと起き上がってハック

の中からりんごを取出し、反対側の手でがぶつと

食べ始めた人を見たときは、思わず「強い!Jと

びっくりしてしまった。

このような様子で、多くの方々にお世話になり

ながら、留学生活と研究を続けている。教授も研

究室も論文を読んで想像していたとうりであり、

現在の課題もかねて手懸けてみたいと思っていた

もので本当に満足している。現在研究中の新しい

知見やテクニックを日本に持ち帰ると共に、もっ

ともっとさまざまなスウェーデンを見てf帯りたい

と思ってL、る。

0990. 3. 15言己)

スウェーデンの人口、 850万人を突破

スウェーデンの人口は1989年度末に852万6，000人に達した。これは1988年度に比して 6万7，000人の

増加であり、 1970年度来の最高値である。中央統計局によると、 1989年度のスウェーデンの出生率はア

イルラント、アイスラントに次いで西欧で 3番目であった。

因みに、我国主要三大都市の1989年度末の人口は以下の通り。ストックホルム 67万2，235人、ヨ ー

テボリー-43万1，796人、アルメ 23万2，909人。この他、人 口が10万をこえる都市が 8つあった。

(SIP 3/90) 

本年度の消費者物価、 8.6%の上昇見込み

物価競争庁の発表によると、スウェーデンの消費者物価は1989年度に6.7%の上昇を示した。なお、

この上昇の主な要因として住宅コスト、輸送コスト、食品価格の上昇があげられ、それらの上昇によっ

て昨年度の消費者物価上昇分の2.1%、1.2%、1.1%が説明できるとし寸。 1990年度に関して、同庁は

消費者物価の平均8.6%の上昇を見込んでいるが、このうちの2.9%程度は国の所得税減税の財源調達を

11的とする付加価値税の拡張並びにその他の政策の直接的影響として考えることができる。

(SIP 37/90) 
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⑤エネルギーの供給と需要 (Supplyand Demand of Energy) 
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スウェーデンのエネルギーの生産と輸入 (1970-1986) 

Each type of energy valued in terms of energy content， measured in terawatt hours=TWh 
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